
令和２年度
京都府スーパーサポートセンター（SSC）

の取組報告

京都府スーパーサポートセンター
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共生社会の形成にむけ、子ども、保護者、学校(園)等の多様な教育的ニーズに応えるＳＳＣ

・教育振興プランをふまえ、時代の変化に対応した特別支援教育の推進
・学校を支援する地域支援センターのネットワークの要としての役割(つながりを大切にセンター
的機能を果たす)
・子どもを支援する学校への支援(学校とのつながりを大切にした支援)
・関係機関（府総合教育センター、教育局、市町(組合)教育委員会等）との積極的な連携による
取組の展開(つながりを大切に切れ目ない支援)
・南部地域の視覚障害・聴覚障害のある子どもへの相談支援(保護者とのつながりを大切にし
た支援)

ビジョン

ミッション

～つながりを大切に、学校のモチベーションがあがる特別支援教育の浸透～

活動指針

南部地域の視覚・聴覚
相談支援

相談
支援

研修
支援

研究
情報収集

提供

機能

・高等学校の特別支援教育の充実に向けた支援
・府専門家チーム、各地域支援センター及び関係機関等と
連携した、相談・研修支援の充実

・総合教育センター、各教育局と連携した研修支援の充実
・学校現場が主体的にできるアセスメントの充実

京都府教育振興プラン 切れ目ない支援体制整備充実事業による取組の推進

令和２年度京都府スーパーサポートセンター（SSC）の取組概要
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令和２年度重点

1.各教育局・総合教育支援センターとの積極的な連携協力
による、ニーズに応える研修講座の実施

2.市町（連合）教育委員会との連携

3.各地域支援センター等関係機関との更なる連携のもと、特
別支援教育に携わる人材の育成

4.視覚・聴覚支援に関わる関係機関との連携

5.府専門家チームの効果的活用による、相談・研修支援の充
実

6.「学校現場が主体的にできるアセスメントの充実に向けた
工夫」について、地域支援コーディネーター研究協議会を
通して研究を進める
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◆件数 のべ4５件
（新規３１件、府専門家チーム活用８件）

◆校種 就学前 ９％ 小学校 4４％中学校 1３％
高等学校 22 ％ その他１２％

◆形態 巡回 電話 リモート

・件数が昨年度と比較して14 件減少しているのは、電話での聞き取り後、その都度、
関係各所と事前打合せを行ったことで30 分以上の電話での相談が(継続）が減少した
ためである。

・相談先としては、今年度も「小学校」が多く、次に「高等学校」が続く。
・相談内容としては行動面・支援体制・就学/ 進路・学習面等、幅広い相談があった。
・相談先の地域支援センターと連携し、対応することができた。
・相談内容に応じて府専門家チームによる相談の充実を図ることができた。
・リモートによる専門家を活用した相談支援を実施することができた。
・その他は、専門学校、支援センター、朝鮮初等学校からの相談であった。

（令和3年3月末時点）
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２．依頼研修

１．SSC計画研修

受講者数の合計 96５名

SSC実施による研修の合計 ２７件

・専門講座 １件（受講者 １１１名）

・府民講座

・京都府総合教育センターとの連携講座

・各京都府教育局との共催講座 ７件（受講者 ２８２名）

※今年度中止

※今年度中止

・園・学校等からの依頼に基づく研修 １９件（受講者 ５７２名）
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新型コロナウイルス感染症対策が求められる中において、会場での実施に加えてＷＥＢ動画配信を計画し、教

員89 名と教育･福祉関係機関者22 名の合計111 名（会場参加者13 名）の方に聴講いただいた。

講師には、関西国際大学教授 中尾 繁樹 氏をお迎えし、子どもたち一人一人の学び方の違いに気づくため

のアセスメントの視点について御講演いただいた。

アンケートについては、web動画配信での実施を行ったこともあり、「Google フォーム」を使って実施した。回答

数は41 件となったが、「大変よかった」「よかった」の回答は95 ％であった。

聴講いただいた方からは、「姿勢や手指の操作性、特性とその要因等のアセスメントの視点が整理できた」「こ

どもの困り感を見極めた上でより良い支援が提案できるように努めたい」というような感想をいただき、web配信

については「コロナ禍で遠方での研修会に参加しづらい状況の中でのweb動画配信により学ぶ機会がもててよ

かった」「動画配信なので期間中に日程を気にせず繰り返し学び直すことができてよかった」というような感想も

いただくことができた。

今年度の取組について

「学校でできるアセスメント」から「授業実践」への展開

【講師】関西国際大学

教授 中尾 繁樹 氏

研修
支援

専門講座

web動画配信会場での実施

６



研修
支援

・各教育局のニーズに応じた内容と回数を設定して、府専門家チーム委員及びSSCコーディ

ネーターが講師となって研修会を実施した。

・新型コロナウイルス感染症の拡大により、中止となった研修会もあったが、各局と実施方法を検

討しながら開催した。

テーマ例：「子どもたちが安心できる学級づくり」「通級指導の工夫と実践」他

令和２年度の取組について

・依頼元は各市町教育委員会、各研究会、小学校、中学校、高等学校、こども園等様々な機関より

依頼があった。

・SSCスタッフが講師の研修会については、研修内容の詳細な打ち合わせを行うことでよりニー

ズに応じた研修を行った。

・新型コロナウイルス感染症の拡大により、初めてweb会議システムを活用した研修会である依

頼元が多く、通信や機器の操作方法も含めた事前打ち合わせを行った。このことで、当日の研

修会はスムーズに行うことができた。

学校・園からの依頼に基づく研修

各京都府教育局共催講座

令和２年度の取組について
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情報収集

提供 SSCだより（年２回 発行）

SSC開設10周年記念リーフレット

＊府の教育・福祉関係機関に配布

【掲載内容】

・令和2年度研修講座の案内

・令和元年度研修支援報告

・新年度に特別支援教育の視点を

プラスした環境整備等

＊ホームページにアップ

【掲載内容】

・令和2年度専門講座の案内

・専門講座に関するキーワード

・感染症対策をふまえた相談支援

・スタッフコラム(言語聴覚士)

＊府の教育・福祉関係機関に配布

【掲載内容】

・府全体の支援力向上に向けての

SSCの役割

・府専門家チーム委員スペシャル

インタビュー

SSCニュース（年1回 発行）

＊府の教育関係機関に配布

【掲載内容】

・オンラインシステムを活用した

相談支援、研修支援の紹介

・専門講座、研修報告と受講者の

感想

1号 ２号
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地域支援コーディネーター研究協議会（年２回）

前年度からのテーマを引継ぎ「学校現場が主体的にできるアセスメントの充実」について各地

域支援センターで活動をまとめ、報告及び交流協議を行った。また、これまでの研究をとおして、地
域支援センターや地域支援コーディネーターの役割などを再認識し、今後の方向性を考える機会

となった。

コロナ禍においてもweb会議システムを活用することで、計画通り２回開催することができた。

【参加者】
・京都府教育庁指導部特別支援教育課 担当指導主事
・府立特別支援学校地域支援センター地域支援コーディネーター
・京都府スーパーサポートセンタースタッフ

【第１回内容】

研究報告Ⅰ 京都府総合教育センター研究員 佐藤雄太氏

「読み書きに困難のある児童生徒へのICT 機器等を活用した

学習指導・支援の研究」

研究報告Ⅱ・交流協議

「『学校現場が主体的にできるアセスメントの充実』における

地域支援センターの実践や成果～感染症拡大予防を行い

ながらの取組も含めて～」

ṥ年間スーパーバイザー】

清水 里美 氏（平安女学院大学短期大学部 教授 府専門家チーム委員）

研究

【第２回内容】

講義 平安女学院短期大学部 教授 清水里美氏

「これからの地域支援に望むこと」

情報交流

「今後もより地域のニーズに応じた相談支援を続け

ていくために」

web ◦☻♥ⱶ╩ ⇔√
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ṟ Ṡ

相談のべ数：220件（新規73件）

・新型コロナウイルス感染症感染対策による相談件数の制限等により、延べ件数は減少している。

・開設以来初めて、巡回相談件数が来所相談件数を上回った。

→地域で学ぶ視覚障害のある児童生徒が増加していることと、その児童生徒に対する継続的な支援

を進められている学校が増えていることが要因であると考えている。

令和２年度 視覚相談
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ṟ Ṡ

巡回相談のべ数：116件（内リモート相談５件）

ṟ Ṡ

・巡回相談は、小学校に在籍する弱視児童への相談が中心である。相談対象に新入生が多く、学校環境での見え方

等のアセスメントに時間をかけた。それぞれの実態に合わせて、視覚支援機器の活用や合理的配慮、個別の指導計

画に関わる相談を実施している。相談対象に中学生が少なく、相談はほとんどなかった。

・特別支援学校への相談の内容としては、重度重複障害児童生徒の見え方のアセスメントの依頼が多かった。

視覚支援

ḱ ḱ כֿ

2%

30%

34%

34%

וֹףּ

נּ

39%

9%

וֹףּ ךּ

18%

9%

13%

2%

12



来所相談のべ数：83件

ṟ Ṡ

52%

︣

31%

נּ

17%

・例年、３歳児健診での視力測定が困難であった

お子さんに対する視力の確認を目的とした来所

相談の件数が多い。しかし、今年度は新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大により、市町が実施し

ている健診が休止されていた時期があり、件数が

減っている。

・今年度、定期的（月に１～２回）に相談に来ている

弱視幼児は２名であった。それぞれの視覚の状況

だけでなく、発達の課題や就学後の課題を捉えな

がら、指導をすすめてきた。

視覚支援

13



京都府南部特別支援学級（視覚障害）等担任向け研修会
●対象：京都府南部地域の特別支援学級（視覚障害）の担任、

弱視児童生徒が在籍する学級担任、特別支援教育コーディネーターなど

●方法：参加者に事前講義動画を配信し、研修会当日に協議交流を行う

●場所：京都府スーパーサポートセンター（京都府立宇治支援学校内）

＜第１部＞

日時：令和２年９月１日（火）15:45 ～16:45

内容：事前講義動画「見えにくさについての理解」「合理的配慮と自立活動」

協議・交流「見えにくい児童生徒につけたい力と支援」

助言者：府専門家チーム委員 森上 和 氏

参加者：８名（リモート参加１校含む）

【参加者のアンケートより】

【アンケートより】

視覚支援

・基礎学力と生きる力をどうつけていくのか考えることができました。また、視覚障害のある児童を

担当する先生の生の声がきけて、安心したと同時に、もっとがんばらないと！と強く感じました。

・協議の中で新たな視点や、視覚だけに頼らない支援の仕方を考えられたことは気付きになりま

した。
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視覚支援

＜第２部＞

日時：令和２年９月14 日（月）15:45 ～16:45

内容：事前講義動画「弱視児童生徒に使える機器やアプリ等の紹介」

「ＩＣＴの効果的な活用に向けて」

協議・交流「ＩＣＴの効果的な活用に向けた支援の在り方」

情報提供：京都府総合教育センター特別支援教育部研究員 佐藤 雄太 氏

参加者：７名（リモート参加１校含む）

【参加者のアンケートより】

・ICT の活用といった内容は、今後のGIGAスクール構想に向けて、とても役立つ内容で良いと思い
ました。

・ICT に私自身が慣れ親しまないと子どもたちにも紹介できないので、少しずつ慣れていこうと思い
ます。
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相談のべ数：３２１件（新規 １１２件）

・新型コロナウイルス感染症の拡大やその対策として１日の相談件数を制限したことも
あり、のべ数は昨年度より減少している。

・各地域の件数の割合は、昨年度とほぼ同様であった。
・府立の支援学校の保護者の関心が高く、定期的な相談がしっかり行えた。
・新型コロナウイルス感染症の拡大やその対策として、来所で行っていたきこえやことば
についての相談や巡回で行っていた障害理解教育の事前打ち合わせを電話相談で
行ったこともあり、電話相談件数が例年に比べると増加した。

聴覚支援
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来所相談

・新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で、市町村の３歳児健診などが休止していたこ
ともあり、聞こえのアセスメントののべ数は減少した。

・学校現場から聴覚過敏など聞こえに悩んでいる児童の紹介が、前年度と比較して多か
った。

・就学前の難聴幼児に行うことばの相談は、今年度の対象児が４名。年度当初は新型コロ
ナウイルス感染症の拡大で相談業務を中止していたが、再開後は月１～２回と定期的に
相談を行えたこともあり、昨年度より割合は増加した。

・補聴器を装用している幼児児童生徒の定期的な来所について、１日の相談件数を制限し
た中ではあったが、保護者の意識や相談時の声かけもあり、継続して行えた。

聴覚支援

来所相談のべ数：２５８件
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巡回相談

・新型コロナウイルス感染症対策として、リモートによる巡回や障害理解教育の事前打ち
合わせ・授業を行った場合があった。

・障害理解教育の出前授業は、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響もあり昨年度と
比べ依頼件数が減少した。

・巡回相談のべ数は昨年度と比較すると減少したが、一度きりの巡回ではなく、定期的に
行う巡回相談もあった。

聴覚支援
巡回相談のべ数：５２件
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南部地域聴覚障害児童生徒担当者研修会

聴覚支援

依頼研修

・感染症対策として、音声入りの動画やパワーポイントを作成し活用した。
・新型コロナウイルス感染症の拡大の影響か、依頼件数は少なかった。

・実施予定日は緊急事態宣言による休校期間と重なったため、今年度は中止
をした。次年度は、感染症対策を行い実施する予定。

児童生徒交流会及び保護者研修会
・新型コロナウイルス感染症の予防のため中止した。次年度は、感染症対策を
行い実施する予定。

・児童生徒向けには、来所相談時に学校生活での聞こえの様子や自分の好き
なこと等について「交流シート」に記入してもらった。また、来所相談に来る児
童生徒が他の児童生徒の「交流シート」を見ることで、互いのことを知る機会
とした。
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視覚聴覚：府南部地域対象
視覚 ７校 計14 件
聴覚 ９校 計２４件
その他の障害種：地域支援センターと連携して対応（２校計５件）

・新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で、体験用の弱視メガネや補聴
器など物を介する内容は代替するなど、対策を講じながら実施した。

・緊急事態宣言下では、①リモートによる実施や、②担任が行う授業の支援
（授業展開の事前打ち合わせや資料提供）と、工夫して行うことができた。

★次年度も対策を講じつつ、理解・啓発として、障害理解教育をテーマとし
た依頼研修、障害理解教育の出前授業の実施、担任が実施される授業
の情報提供などを行う予定。

出前
授業
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